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　【目的】マ ウス卵胞の 閉鎖機構 で は アポ トーシ ス

に陥 っ た顆粒膜細胞 を正 常な 顆粒膜細胞 が 貪食、

消化する こ と によ っ て卵胞 を退縮 させ、この 過程

に マ ク ロ フ ァ
ー

ジ （M φ）は 関与 しな い こ とを明 ら

か に し て きた 。 今回は、透明帯内 に 侵 入 し、変性

した卵母細胞 を処理す る細胞の 性質 に つ い て 形態

学的検討を行 っ た。 【方法】閉鎖卵胞を高頻度に

観 察 しう る、卵巣周期開始直前（生後32−35 日・齢）

の B6C3 　F1マ ウス5匹を用 い て 、卵巣1個か ら準超

薄連続切片を得，そ の 他 を電顕的観察および免疫

組織化学的検討 に 用 い た。免疫組織化学 に お い て

は マ ウ ス M φに特異的な2種類の 単ク ロ
ー

ン抗体

（Mac −1．　 F4／80）を、凍結切片と反応させ た 。

【成績】Pedersen （1968）の 卵胞分類にお け る、

｛ype5a 以上 の 卵胞とtype4 以下の卵胞とで は閉鎖

の 様式がやや異な っ た光顕像を示 した。typesa

以 上 の 卵胞は閉鎖の初期の段階で 顆粒層 に アポ ト

ーシ ス細胞が散在性に 出現 し、そ の後顆粒膜細胞

は脂肪滴 を豊富 に含むよ うに なっ て い た 。 こ の 過

程 で透明 帯内に細胞が 侵入 し、変性 した卵母細胞

を 貪食 して い た。type4以下 で は顆粒層に アポ ト

ーシ ス の 出現が少なく、脂肪滴 を含まな い段階で

多数の 細胞が 透 明帯内に侵 入 し、変性 した 卵母細

胞に接 して い た e 透明帯内に侵入する これ らの細

胞は ．互 い にも しくは周 囲の顆粒膜細胞とギャ ッ

プ結合 を形 成 し て お り、顆粒膜細胞で あ る こ とが

確かめ られた。また、抗 マ ウ ス M φ抗体に陰性反

応であ っ た 。　【結論】卵胞 の 成長段階に よ っ て 閉

鎖 の 様式は異な る が ，い ずれ の 場 合 で も、変性 し

た卵母細胞は、穎粒膜細胞が透明帯内に侵入 し貪

食す る こ とによ っ て 処理され、こ の 過程に M φ等

外来の細胞は 関与 しな い と考え られ る。

　（目的）排卵 の メ カ ニ ズムを解 明す る た め に卵丘

細胞 cumulus −
（x）cyte 　complex （COC ）の

expansion 現象を分子生物学的に 解明 した。　｛方

法）1）未熟 マ ウス に 5 単位の PMSG を注射 した

後、48時間後に 5 単位の hCG を注射 し、そ の 1、
2 、4 、 8 時間後に卵巣を摘出 した。ヒァ ル ロ ン

酸 （HA ）、 そ の 結 合蛋白である リンク蛋 白 （LP）お

よびもう
一

つ の ピ ア ル ロ ン酸結合蛋 白 で ある

Inter一α
一inhibitor（1α 1）の 局在を免疫組織学的 に

検 討 した。2）ヒ トIVF −Kr 　prot   01 の 患者に 同意

を得て 、採卵時 に得た顆粒膜細胞を培養 し、上記

の 3種類の抗原 を免疫染色 した。ま た培養 上清 中

の 濃度を独自 に 開発 し た ELISA に よ り測定し た。
3）HA ，　LP およ vt［α 1を精製し結合実験、競合実験
に よ りお 互 い の結合様式をEUSA によ り検討し

た。　（成績） 1）未熟 マ ウス卵巣に は COC
ex 　aansion は見 られず、　HA 、　LP および 1α 1の 局

在は 確認で きな か っ た。しか し、PMSG ／hCG 注

射マ ウス ではhCG 投与 2 時間後よ り卵胞液、卵丘

細胞膜 にHA 、　LP および1α 1が出現 し、6 時間後

に最高 に達 した。2）培養細胞の 検討 で は顆粒膜細

胞はHA およびLP は 時間依存性 に分泌さ れ る が、1
α 1は細胞 よ り分泌 されず、こ の 1α 1は 培養液 に添

加 した 血 清由来で あっ た 。 COC 　expansion に 伴 っ

て顆粒膜細胞膜表面で はHA −LP −1α 1の 3量体が

形成された。これ は ELISA に よ る結合実験で も確

認された。　（結論）hCG に よ り卵丘 細胞膜上で

HA −LP−1α 1の 3 量体が形成 され る と、　 C 
expansion がお こ り 、 そ の 後 排卵がお こ る こ と が

証明された a
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